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★ 会長挨拶                    ★ 東播第２グループ 
ガバナー補佐 庄司 武氏 

会長の時間 

会長 大西 淳滋郎 

皆さん、こんにちは！  

先週の納涼例会には大勢の皆さんにご参加頂きまして、感謝致します。 

また本日はガバナー補佐の庄司様そして随行員の三枝様お忙しい中、加古川中央ロータリークラ 

ブをご訪問頂きましてありがとうございます。ご指導の程宜しくお願い致します。 

８月は、『会員増強・ロータリー拡大月間』です。会員増強の『増』は会員の量を増やすこと 

であり、増やすことについてはここ数年間会員皆様のおかげで増えてきました。本当に感謝申し 

上げます。また、本年度も壁委員長が会員増強に全力で取り組んで頂いております。 

宜しくお願い致します。 

この『増強』という言葉ですが、増やすと言うことは簡単に想像できる言葉です。では、増強 

の『強』は何を意味しているのでしょうか。強さとは力の強さ・けんかが強いこと・勉強が出来 

ること・スポーツが強いこと・数が多いことを指すのでしょうか？  

ここに、ご紹介したい想い出があります。高校３年の春に友人数名と萩まで旅行致しました。 

当時、坂本龍馬・勝海舟・高杉晋作・桂小五郎等の維新の登場人物に憧れを持っていましたので 

古い言葉ですがミーハーの旅行です。お金を節約するために鈍行で小郡まで行き、そこからバス 

に乗っての旅です。朝早くに家を出ましたが小郡に着いたときには薄暗くなっており、バスに乗 

るとすぐに真っ暗になりました。乗客も２０名程でした。途中から乗ってくることのないバスです。

ある峠のバス停で止まったときに私たちより小さかったと思うので中学生くらいの女の子が 

バスから１人で降りて行きました。そこまでのバス停とは違ってそのバス停では停車時間が長か 

ったのです時間待ちかなぁと前方を見ますとその女の子が村の道を歩いているのがライトではっ 

きりと分かりました。そのバスは女の子を照らしていたのです。暫くしてお母さんらしき女性が 

出てきました。と同時にバスは発車致しました。僕たちは言葉には出せない感動を覚えました。 

ロータリーで言えば、素晴らしいおもいやりを持った職業奉仕と優しさです。 

その時に強さとはおもいやりと優しさなのだと実感致しました。本来、日本人の持つ強さはこのよう

な何気ないおもいやりと優しさだと思っています。 

ロータリーに戻ります。私達の先輩は、ロータリー１００年以上の歴史を通じて、一貫して 

ロータリアンの心を磨くことを心がけて来られました。 

未来永劫とロータリーを強化しようとするなら、ロータリアンの内なる心を強化することが絶対 

に必要であります。おもいやりと優しさの強化です。さらには、お互いの資質を高め、絆を深め 

ていくことだと感じております。 

 皆さん、共に頑張りましょう。会長の時間を終わります。 


